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Ⅰ 法人の概要 

 １ 名称 

 ２ 所在地 

 ３ 設立年月日 

 ４ 設立目的 

 ５ 資本金の状況 

 ６ 組織 

 ７ 業務 

 

Ⅱ 平成〇〇年度における実績報告 

 １ 法人の総括と課題 

 ２ 大項目ごとの特記事項 

  (1)「教育研究等の質の向上」に関する特記事項 

(2)「業務運営の改善及び効率化」に関する特記事項 

(3)「財務内容の改善」に関する特記事項 

(4)「その他業務運営」に関する特記事項 

(5)「自ら行う点検及び評価並びに当該状況に係る情報の提供」に関する特記事項 

 ３ 小項目ごとの業務実績と自己評価 
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平成〇〇年度 業務実績報告書 

 小項目評価 

 

 

平成〇〇年〇月 

公立大学法人神奈川県立保健福祉大学 
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小項目１ 

 

中
期
目
標 

第２ 教育研究等の質の向上に関する目標 

 １ 教育に関する目標 
(1) 人材の育成 
   保健、医療及び福祉の各領域に関わる幅広い知識と専門的な技術に基づき、豊かな人間性を兼ね備えたヒューマンサービスを実践できる人材及び地域や国際社会において活躍できる人材の育成、

現任者への継続教育及び大学の知的資源の積極的開放を通して、県民と地域社会の保健、医療及び福祉の向上に寄与する。 

 

中期計画 年度計画 業務実績 法人の自己評価 
 評価委員会評価 

評価
区分 

評価 
区分 

コメント 

第１ 教育研究等の質の向上に関
する目標を達成するためとるべき

措置 
 
１ 教育に関する目標を達成する

ためとるべき措置 
 
(1) 人材の育成に関する取組み 

学部、大学院において、多領域が
連携する専門職教育により、ヒュ
ーマンサービスを実践できる人材

及び地域や国際社会において活躍
できる人材を育成する。 

また、実践教育センターにおい

ては、保険、医療及び福祉の分野に
従事する者への継続教育を行う。 
 

【数値目標】 
◆就職希望者就職率(学部)：100% 
 

 

第１ 教育研究等の質の向上に関
する目標を達成するためとるべき

措置 
 
１ 教育に関する目標を達成する

ためとるべき措置 
 
(1) 人材の育成に関する取組み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【数値目標】 
◆就職希望者就職率(学部)：100% 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実績に対する評価    
 

課題 

 

・取組の過程、成果の内容などを記
載する。 

・数値目標を定めている取組につい
ては、必ず実績数値を記載する。
記載にあたっては、過年度実績と
比較ができるように記載する。 

・数値目標を定めていない項目につ
いては、評価の参考となる具体的
な計画や取組、成果等を記載する。 

・過年度に「課題」欄に改善方策を
記載している場合はその実施状況
を記載する（実施が完了したこと
を過年度の実績報告書に記載した
ものを除く）。 

・業務実績に対して評価を行い、評価
理由とともにその内容を記載する。 

・評価にあたっては、数値目標を設定
しているものは目標の達成状況を
重視するものとし、設定していない
ものは、困難度や外部・内部要因等
を明らかにした上で、評価するもの
とする。 

 

・次年度以降に取組を実施していく
上での課題及び改善方策を記載す
る。 

 

ＳＡ 
ＢＣ 
Ｄを 
記載 
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小項目２ 

 

中
期
目
標 

第２ 教育研究等の質の向上に関する目標 

 １ 教育に関する目標 
(1) 人材の育成 
   保健、医療及び福祉の各領域に関わる幅広い知識と専門的な技術に基づき、豊かな人間性を兼ね備えたヒューマンサービスを実践できる人材及び地域や国際社会において活躍できる人材の育成、

現任者への継続教育及び大学の知的資源の積極的開放を通して、県民と地域社会の保健、医療及び福祉の向上に寄与する。 
ア 学部教育 

    保健、医療及び福祉の分野における高度で専門的な知識及び技術を教授研究するとともに、保健、医療及び福祉の分野に関する総合的な能力を有する人材を育成する。 
 

中期計画 年度計画 業務実績 法人の自己評価 
 評価委員会評価 

評価 
区分 

評価 
区分 

コメント 

ア 学部教育 
(ｱ) 看護学科 
 社会の変化に伴い多様化する人々

のニーズを的確に把握し、他職種と
連携し、質の高い看護を提供でき、さ
らに生涯にわたり自己の資質の向上

に努め、看護学及び保健医療福祉の
発展に貢献できる看護学教育を行
う。 

 
 
 

 
 
【数値目標】 

◆国家試験は、次の合格率を目指す。 
看護師：100% 
保健師：100% 

助産師：100% 

ア 学部教育 
(ｱ) 看護学科 
・「看護学教育モデル・コア・カリキ

ュラム」（文部科学省）、「看護学士課
程におけるコアコンピテンシーと卒
業時到達目標」（一般社団法人日本看

護系大学協議会）等を踏まえてカリ
キュラム改正を行い、平成 30年度入
学生から適用する。 

・新カリキュラムの円滑な運用を図
りつつ、在学生にも充足させ、本学科
の教育目標達成に向けた教育を行

う。 
 
【数値目標】 

◆国家試験は、次の合格率を目指す。 
看護師：100% 
保健師：100% 

助産師：100% 
 

 
 

実績に対する評価    
 

課題 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＡ 
ＢＣ 
Ｄを 
記載 

・取組の過程、成果の内容などを記
載する。 

・数値目標を定めている取組につい
ては、必ず実績数値を記載する。
記載にあたっては、過年度実績と
比較ができるように記載する。 

・数値目標を定めていない項目につ
いては、評価の参考となる具体的
な計画や取組、成果等を記載する。 

・過年度に「課題」欄に改善方策を
記載している場合はその実施状況
を記載する（実施が完了したこと
を過年度の実績報告書に記載した
ものを除く）。 

・次年度以降に取組を実施していく
上での課題及び改善方策を記載す
る。 

 

・業務実績に対して評価を行い、評価
理由とともにその内容を記載する。 

・評価にあたっては、数値目標を設定
しているものは目標の達成状況を
重視するものとし、設定していない
ものは、困難度や外部・内部要因等
を明らかにした上で、評価するもの
とする。 
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